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シバタ

新発田ＩＣ交差点立体化による、周辺地域の渋滞緩和、高次医療サービスの向上

・ 新発田IC交差点周辺では 沿道地域の開発等に伴う交通量の増
■ 新発田IC交差点付近の渋滞

【立体化前（平面）】 【立体化後】・ 新発田IC交差点周辺では、沿道地域の開発等に伴う交通量の増
加により、慢性的な交通渋滞が発生。

・ 平成21年9月15日、新発田ＩＣ交差点が立体化したことで、周辺地
域で発生していた交通渋滞が解消。

渋滞解消

至新潟市

下り線（新潟市→村上市）
最大800m渋滞

【立体化前（平面）】 【立体化後】

至新潟市
H20.3.4 調査 H21.10.22 調査

域で発生していた交通渋滞が解消。

・ 交通渋滞の解消により、新発田市街地内の拠点施設へのアクセス

性が向上するとともに、県立新発田病院への搬送時間が短縮し、高
次医療サービスの向上に寄与した。 至

村
上

上り線（村上市→新潟市）
最大1,400m渋滞
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■ 位置図 新発田ＩＣ立体化
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至 村上市
至 村上市

聖籠町役場聖籠町役場

村上市方面から舟入三交差点を望む 村上市方 から舟 交差点を望む

■ 救急搬送時間の短縮

【聖籠町役場～県立新発田病院の場合】
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至 村上市

緊急事態における時間経過と死亡率の関係
（カ ラ の曲線）

搬送時間
聖籠ＩＣ

村上市方面から舟入三交差点を望む 村上市方面から舟入三交差点を望む
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整備前
死亡率
約99%

死亡率
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約23％改善

約23%改善

（カーラーの曲線）

至 村上市
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新発田ＩＣ立体化
L=0.7km

新発田ＩＣ立体化
L=0.7km 県立新発田病院

（第三次医療救命救急センター）

県立新発田病院
（第三次医療救命救急センター）

立体化前（平面）：H20年3月4日（火）
完成立体化後：H21年9月17日（木）

【調査日】

６分短縮

経過時間

整備後
死亡率
約76%

整備後約 12分 整備前約 18分至 新潟市


